
 
 　  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　１・２年生「やきいもパーティー」より　　　みんなでおいしくいただきました 
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　＜学校教育目標＞ 
　　よりよく生きる　～ 夢　笑顔　学ぶ瞳 ～ 
◆夢に向かって努力する子ども 
◆思いやりの心をもち、明るい挨拶ができる子ども
◆自分の考えをもち、伝え合うことができる子ども

  　      １５０周年記念「こども秋まつり」・「収穫感謝祭」 
　１１月２８日（金）の午前に「こども秋まつり」が行われました。企画・運営を担当する６年生
は、全校のために「お化け屋敷」「ヨーヨーすくい」「ペットボトルボウリング」などのコーナーを
準備をしました。また前日までに、各コーナーを担当する５年生と、初めて参加する１年生に、遊
び方やルールをタブレットなどを使って教えました。当日は、子どもたちの楽しそうな声が学校に
響きました。６年生のリーダーとしての役割は、もうすぐ終わりを迎えます。その仕事は、５年生
に引き継がれます。１５０年目から１５１年目へと、学校は動き始めました。 

　午後からは「収穫感謝祭」を行いました。はじめに、本校の「田んぼの先生」として、３０年間
お世話になった○○　〇〇様、また、○○様とともに本校の米作りの学習にご協力いただいた JA 湖
東の○○　〇〇様、子どもたちが安全な登校ができるように、毎朝見守ってくださっている○○　

 〇〇様に感謝状を贈呈いたしました。
　その後、餅つきを行いました。餅つきは、初めての子どもが多かったと思います。この日も、み
よし会や地域の皆様から、たくさんの手ほどきをいただきながら活動しました。また、来年度から
「田んぼの先生」を引き継いでくださる○○　〇〇様からは、臼や杵の準備をしていただきました。
前日からの準備や当日のご指導と、多くの皆様からのご協力に、心から感謝申し上げます。１５０

 周年の思い出深い一日となりました。
 
 
 
 
 
 
 
　
　
　
　

　　　       　　　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



   　　　

　 １・２年生　 やきいもパーティー  　４年生　 　 大豆の加工品作り 
　５月に始まった栽培活動がいよいよクライマ 　４年生の味噌づくりは６月から始まりました。 
ックスを迎えました。当日は、朝からみよし会 およそ半年間寝かせて、でき上がった味噌を見
の皆様に準備を整えていただきました。１年生 て、不思議さや喜びがだんだんと湧き上がって
は、若竹幼児教育センターの皆さんにサツマイ いたようでした。春からお世話になっている○
モの包み方をレクチャーしました。今の２年生 ○　〇〇様と奥様、そして秋田市から○○　〇
がそうしたように、来年の１年生へしっかり教 〇様をお迎えして、味噌だけではなく、納豆や
えることができました。そして、びっくりする 豆腐、プリンなど、３日間にわたり、思う存分
くらいおいしいお芋を食べました。たくさんの 大豆の加工品を作ることができました。
人と収穫を喜び合いました。

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆11/8　 令和７年度ふくし作文コンクール◆  ◆9/27　 第１４回ハタハタカップ 　◆11/16　 県南カップ２０２５ 
 　 　 　 　 　 　 　 バレーボール交流会◆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 小学生ドッジボール交流大会◆ 
　優秀賞　 ４年　 ○○　〇〇 　 ２部　 第１位　 潟上バレーボール 　U-10の部　 第３位　 飯田川ジュニア
　 優秀賞　 ５年　 ○○　〇〇 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 スポーツ少年団 
  優秀賞　 ６年　 ○○　〇〇

  　　　　   １５０周年記念「ふるさと先生読み聞かせ」 
　１１月１９日（水）に、元北海道放送テレビアナウンサーで、現在アールサッポロアナウンスア
カデミー代表としてご活躍なさっている○○　〇〇様（潟上市出身）と、ヴァイオリニストの○○
　〇〇様をお迎えして、「ふるさと先生読み聞かせ」を開催しました。早口言葉やアナウンサーの方
々が普段行っている練習を教えていただき、低学年は宮沢賢治の作品「注文の多い料理店」高学年
は秋田県の民話「八郎」を朗読していただきました。朗読と音楽が一緒になって作り出される世界

 に、子どもたちは引き込まれていました。
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　　　　 　
 　　　　　 　

 　
 




